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に沿って進み，T＋1期以降には，Y (t＋1)?Y(t＋1)かつ少なくとも任意の t?T において??











る。はじめの t＝1から t＝T までは短期効率的であり，消費が１であり，終期資本ストック
が最大にされる短期効率的な径路があるとしよう。この終期資本ストックが将来消費に利用
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